
 

医療法人和敬会 平和台病院 

厚生労働大臣の定める施設基準届出事項について 

令和 8 年 6 月１日現在 

電子的診療情報連携体制整備加算３ 

当院は、質の高い診療を実施するための十分な情報を取得および活用して診療を行うことや、医療 DX 推進の体制な

らびに明細書発行の体制について、以下を行っております。 

１ 診察室等において、オンライン資格確認等システムにより取得した診療情報等を活用して診療を実施しております。 

２ マイナ保険証を促進するなど、医療 DX を通じて質の高い医療を提供できるように取り組んでおります。 

３ 明細書の交付については、別途掲示の「厚生労働大臣の定める掲示事項 － ５ 明細書の発行状況に関する事項につ

いて」を確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

地域支援・医薬品供給対応体制加算２ 

当院は、後発医薬品（ジェネリック医薬品）を積極的に採用しております。 

１ 医薬品の供給が不足した場合に、医薬品の処方等の変更等に関して適切な対応ができる体制を整えております。 

２ 医薬品の供給状況によって投与する薬剤が変更となる可能性がありますが、その際は患者様にご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後発医薬品とは 

 後発医薬品（ジェネリック医薬品とも呼びます）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に発売される、先

発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・効果をもつ医薬品のことです。 

 先発医薬品より安価で、効き目や安全性は先発医薬品と同等です。 

医療 DX（デジタルトランスフォーメーション）とは 

医療分野においてデジタル技術を活用することで、医療の質や効率を向上させる取り組みのことです。 

具体的には、政府が掲げる「医療 DX 令和ビジョン 2030」に基づき、オンライン予約・診療、標準型電子カル

テや AI などによる院内デジタル化の推進等を指します。 


